（様式４）
学力向上のための基盤づくりに関する調査研究
平成３１年度　所要経費の積算
１．平成３１年度における経費

（１）経費予定額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費目
	種　　　別
	経費予定額
	積　　算　　内　　訳

	人
件
費
	賃金
	円
	学習支援員　　
　　　　　　　　 　　 ○人×○日×○○円＝

	事
業
費
	諸謝金
	円
	会議出席謝金　　　　　　○人×○回×＠＝
外部講師謝金　　　　　　○人×○回×＠＝

	
	旅費
	円
	会議出席旅費
　県内委員（○○～○○）　○人×○回×＠＝
　県外委員（○○～○○）　○人×○回×＠＝

	
	借損料
	円
	▽▽▽　　　　　　　　　　　　　数量×＠＝
会場費　　　　　　      　  　　○回×＠＝

	
	消耗品費
（図書購入費）
	円
	▽▽▽　　　　　　　　　　　　　数量×＠＝
■■■　　　　　　　　　　　　　数量×＠＝

	
	会議費
	円
	会議お茶代　　　　　　　　○人×○回×＠＝

	
	通信運搬費
	円
	会議開催通知切手代　　　　○人×○回×＠＝

	
	印刷製本費
	円
	補助教材印刷費　　　　　　　　　○冊×＠＝
研究報告書印刷費     　　   　　○冊×＠＝

	
	雑役務費
	円
	資料集計費          　　　○人×○回×＠＝

	
	消費税相当額
	円
	人件費（賃金）　　　○○○円×８％
事業費（諸謝金（不課税分）　○○○円×８％
（免税事業者は「計上不要」と記載すること）

	再 委 託 費
	円
	

	総　　　計
	            円
	


※　記載に当たっては，「（別添２）所要経費について」に従うこと。
※　積算内訳は単価及び数量を明らかにすること。
※　消耗品費は，消耗品のみを計上し，備品(長期の反復使用に耐えうるもの)は計上しないこと。
※　再委託費の内訳については，当該経費区分に準じ経費ごとに別表を作成の上，添付すること。
※　借損料，印刷製本費及び雑役務費を計上する場合は，見積書等を添付すること。（再委託費の内訳に借損料，印刷製本費及び雑役務費を計上する場合も同様。）
※　平成３１年度使用予定の所要経費のみ計上すること。
（２）再委託に関する事項及び再委託費の内訳
　　※平成３１年度に再委託を行う場合には，「所要経費について」を参考に以下の書類を作成し，提出すること。
　①再委託に関する事項

	再委託の相手方の住所及び氏名
	

	再委託を行う業務の範囲
	

	再委託の必要性
	

	再委託金額

（単位：　円）
	


②再委託費の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費目
	種　　　別
	経費予定額
	積　　算　　内　　訳

	人
件
費
	賃金
	円
	学習支援員
　　　　　　　　 　　 ○人×○日×○○円＝

	事
業
費
	諸謝金
	円
	　会議出席謝金　　　　　○人×○回×＠＝
　外部講師謝金　　　　　○人×○回×＠＝

	
	旅費
	円
	会議出席旅費
　県内委員（○○～○○）　○人×○回×＠＝
　県外委員（○○～○○）　○人×○回×＠＝

	
	借損料
	円
	▽▽▽　　　　　　　　　　　　　数量×＠＝
会場費　　　　　　      　  　　○回×＠＝

	
	消耗品費
（図書購入費）
	円
	▽▽▽　　　　　　　　　　　　　数量×＠＝
■■■　　　　　　　　　　　　　数量×＠＝

	
	会議費
	円
	会議お茶代　　　　　　　　○人×○回×＠＝

	
	通信運搬費
	円
	会議開催通知切手代　　　　○人×○回×＠＝

	
	印刷製本費
	円
	補助教材印刷費　　　　　　　　　○冊×＠＝
研究報告書印刷費     　　   　　○冊×＠＝

	
	雑役務費
	円
	資料集計費          　　　○人×○回×＠＝

	
	消費税相当額
	円
	人件費（賃金）　　　○○○円×８％
事業費（諸謝金（不課税分）　○○○円×８％
（免税事業者は「計上不要」と記載すること）

	総　　　計
	            円
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費目
	種　　　別
	経費予定額
	積　　算　　内　　訳

	人

件

費
	賃金
	240,000円
	学習支援員　 

1人×5日×6カ月×8,000円＝240,000

	事

業

費
	諸謝金
	609,000円
	学力向上推進協議会出席謝金

5人×5回×＠20,000＝500,000

分析に関する指導助言謝金

　　　　　　2人×5回×＠10,000＝100,000

聞き取り調査補助（大学院生）

2人×3日×＠1,500＝9,000

	
	旅費
	520,000円
	会議出席旅費
　県内委員　　　4人×5回×＠4,000＝80,000
　県外委員　　1人×5回×＠30,000＝150,000

分析に関する指導助言者旅費

　県内　　　　　1人×5回×＠4,000＝20,000

　県外　　　　1人×5回×＠30,000＝150,000

文部科学省訪問旅費

　　　　　　　　4人×1回×＠30,000＝120,000

	
	借損料
	294,000円
	会議会場費　      　5回×＠50,000＝250,000

ノートパソコンリース代

2台×11か月×＠2,000＝44,000

	
	消耗品費
（図書購入費）
	517,500円
	テーマ１の場合

　（例）環境整備に必要な経費　500,000

テーマ２の場合

　（例）補食提供に必要な経費（給食の牛乳の提供を午前にし，給食時はお茶を提供するため，お茶代が必要）

　　　　　100人×100日×＠50＝500,000

テーマ３の場合

　（例）宿題とする教材の購入に必要な経費

　　　　　200人×＠2500＝500,000

学力検査  200人分×2回×＠400＝160,000

図書購入費　　　　5冊×3,000＝15,000

	
	会議費
	5,000円
	会議お茶　　　　　10人×5回×＠100＝5,000

	
	通信運搬費
	2,050円
	会議開催通知切手代　5人×5回×＠82＝2,050

	
	印刷製本費
	3,600円
	アンケート印刷費　　600枚×2回×＠3＝3,600

	
	雑役務費
	130,000円
	アンケート集計

　2人×2回×＠10,000＝40,000

聞き取り調査文字起こし

3回×＠30,000＝90,000

	
	消費税相当額
	0円
	

	再 委 託 費
	0円
	

	総　　　計
	2,321,150円
	


※　例えば，比較検証を行うために取組実施校だけではなく比較対象校でも学力検査を行う場合等が想定されるが，比較検証に必要な費用と考えられる場合は，比較対象校分の経費も本事業に必要な経費として計上することができる。
※　契約締結後，企画評価会議（仮称）委員による助言等を行うための連絡協議会を東京にて開催予定（5月中を予定）のため，旅費として最大４名分（東京～任意の地点）を計上することができる。
（記載例）所要経費イメージ








